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研究成果の概要（和文）：本研究ではアフリカ農民の生計における現金に焦点を当て、現金が社会的な文脈に埋
め込まれる動きを「現金の社会化」とよぶ。農民の生計活動と現金の関係を具体的に検討し、国家の経済から距
離をとろうとする生活防衛的な側面と新しい手段を開発するイノベーティブな側面の両方に注目して、生産資源
をめぐる社会関係の再編過程を明らかにした。その作業を通して「現金の社会化」に関わる分析モデルを構築す
ることを目的とした。その結果、1)現金・モノ・労働力を回して安定させ選択肢を増やす生計戦略、2)社会関係
をつくる契機としての雇用労働、3)生産資源の利用と確保をめぐるジェンダー化された共的関係などが明らかに
なった。

研究成果の概要（英文）：This research focuses on the sequence of cash getting- spending activities 
of African peasant farmers’ livelihood. Under rapid globalization, money has become indispensable 
for their daily life. Various ways of generating cash have been invented throughout decades of the 
farmers’ trials and efforts.  New types of resources are emerging and its accessibility is highly 
gendered, which can change the image of one’s well-being. But at the same time, people are 
embedding cash into their social context (Socialization of Money), while maintaining the standard of
 food security. Money gave options to their livelihood strategies. Cash getting activities such as 
employment labor and farm products transactions, provided an opportunity for the farmers to have 
close social ties with non-relatives, so that they then could depend on each other in case they 
needed help.  This research also provides an analytical model to understand such attitudes of 
peasant farmers’ livelihood activities.

研究分野：文化人類学

キーワード： 現金の社会化　アフリカ農村　現金づくり　現金づかい　日本の地方農村　ジェンダー
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１．研究開始当初の背景 
	 グローバル化と市場経済化の急速な進
展は周縁地域をさらに周縁化し、地域間
格差や環境と生存基盤の破壊、コミュニ
ティの弱体化などの問題が指摘されてい
る。一方、人類学では地域の人びとによる
貨幣への主体的な働きかけや「飼い馴ら
し」に注目した研究も蓄積されてきた。 
	 人びとの生計を詳細に検討すると、現
金をめぐる活動には、市場や国家経済の
影響を最小限にとどめる生活防衛的な側
面があると同時に、現金を介したモノや
人の交流を通じて新たなネットワークを
作り出し、新しい技術や作物の導入と普
及を促すイノベーティブな側面が観察で
きる。 
	 人びとが現金をどのように生計に組み
込んできたかに注目することは、地域や
社会の大きな変動の様相とともに、その
特性をつかみとる重要な切り口になる。 
	 生産資源へのアクセスとそれをめぐる
社会関係の再編という点からも、現金へ
の注目は重要である。とくに1990	年代以
降、女性のエンパワーメントを目的とし
たさまざまな取組みが続けられてきた結
果、マイクロファイナンスを利用した女
性たちの起業、フェアトレードや国際NGO
の活動と結びついた地場産品の開発、他
地域との人的交流などを通して、それま
で顧みられなかった新たな生産資源が現
金収入源として注目されるようになった。 
	 その私有化と共同化をめぐる駆け引き
のなかで、ジェンダーと世代を重要な要
素とする社会関係の再編が、これまでと
は異なる様相を含みつつ進んでいる。そ
こでは地縁や血縁、ジェンダーによる従
来型のネットワークを応用しながら、外
部の開発エージェントとのネットワーク
を接合させて国外にも及ぶ広がりを作り
出し、より安定した生計をめざす動きが
活発化している。  	
 
２．研究の目的 
	 上記のような現状において特徴的なの
は、現金での売買が介在することによっ
て生じた「よそ者」との出会いが、新た
なネットワークの結節点となると同時に、
地域内の新しい集団化の契機にもなって
いることである。また、個人の利益を目
的とした現金獲得活動が、しばしば他者
への目配りを前提とした他の活動と結び
ついて、結果的に共同化への強い指向性
を示すことも明らかになっている。 
	 このような現象は、アフリカ・モラ
ル・エコノミー論とも通底するが、アフ
リカ農村にかぎらず遍在しており、日本
の地方における「農村再生」のプロセス
にも共通してみられる。これは、グロー
バル化が日常生活の地続きにある現状を
読み解くための有効な手がかりになると

いえる。本研究では、こうした動きを「現
金の社会化」とよぶ。そして、①アフリカ
農村の生計における現金をめぐる事例を
実証的に検討し、②ジェンダー視点を取
り込みながら、生産資源をめぐる社会関
係の再編過程を明らかにすること、それ
らを通して③「現金の社会化」に関わる
分析モデルを構築することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
	 フィールドワークをふまえた実証的研
究スタイルとジェンダー視点の農村研究
に関心をよせる点が共通する 5 名の研究
者（研究代表者、2 名の研究分担者、2 名
の研究協力者）がチームを構成する。専
門分野の違いを生かし、多角的な視点から
共通の問題意識を掘り下げるねらいをもっ
て組織した。 
	 調査は、①タンザニアのドドマ州に住む
ゴゴの農村を対象とした調査研究を共通の
軸にすえながら、②同国リンディ州やチャ
ド共和国の農村ほか、青森県、岩手県、山
梨県、島根県、滋賀県、高知県など日本の
農村での個別的な調査を実施した。③これ
らの調査で集積した事例を研究会で相互に
検討し、あわせて分析枠組みの有効性を検
証した。 
	 異なるフィールドでの事例のすりあわせ
と、それを通じた効果的な分析モデルを作
るため、本研究では、現金に関わる活動の
機能を「現金づくり（現金獲得の方途とそ
の開拓）」と「現金づかい（現金のつかいか
た）」に分け、それを個人化と共同化という
２つの方向性の間で検討する枠組みを用意
した。 
  また、これらの中心にアフリカ農村コミ
ュニティの核ともなる「共同労働」と「共
食」を配置した。さらに当該の事例が在来 

 
の手法の持続的な利用か、新たな手法を導 
入したものかも考慮した。 
 現金をめぐるさまざまな活動は、上図のよ
うに、個人化と共同化の軸および、現金づ
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くりと現金づかいの軸によって区分された
４つの象限に位置づけることができる。 
	 この枠組みを用いて、生活防衛的な側面
とイノベーティブな側面の両面を含む分析
モデルの提示をはかった。 
	
４．研究成果	
	 フィールドワークに基づく本研究の成
果はつぎのように要約できる。	
1)現金・モノ・労働力を回して安定させ
る生計、生計の選択肢を増やす指向性を
もつ生計戦略	
	 タンザニア、モロゴロのウルグル山塊
に住む農民の生計を現金づくりと現金づ
かいのシークエンスで検討した結果、①
農作物、加工品販売、現金を回して必要
な食料と労働力を安定的に確保すること
が生計維持の基盤となっていること、②
現金が必要になる都度ごとに、必要な金
額を入手するための現金づくりの活動を
おこない、必要な額だけを入手するとい
う、現金づかいのリズムを中心としたサ
イクルが形づくられていること、③日常
的な収入額よりはるかに多額の現金を必
要とするときにも、この方式が計画的に
用いられることが明らかになった。	
	 ドドマ農村における家計調査や観察・
インタビュー調査でも同様の傾向が確認
できる。農民の生計に現金は深く根づい
ているが、一つの現金獲得方法だけで多
くの現金を入手するというよりは、生計
を維持するさまざまな手段の選択肢を増
やすことを重視するという特徴がある。	
2)新しい手法を知り、社会関係をつくる
契機としての現金獲得活動	
	 農民の生計にとって、雇用労働に従事
することは現金づくりの主要な手段であ
るが、以前から指摘してきたように、新
しい作物や新しい手法を知る契機にもな
っている。	
	 さらに雇用労働に従事したことで、知
り合った他地域の人と親しい友人になり、
相互扶助しあう関係を発展させる事例も
珍しくない。現金づくりの活動が「ほか
では知り合わない人」との個別的関係を
築く契機として利用されている。	
3)新たな｢共｣的関係の社会的再編とジェ
ンダー化された生産資源の確保と利用	
	 降雨不順による飢饉・食料不足の常襲
地帯であるタンザニアのドドマ農村では、
現金経済の浸透によって｢食物を買う｣と
いう飢饉・食料不足への対処法が加わり、
生存維持にも現金が重要となった。	
	 新たな現金獲得手段の開発が不断に進
められ、個別世帯内で農作物・労働力・
現金（トンチンなどを含む）を回すサイ
クルが形成される一方、現金づかいの側
面では、持つモノから持たざる者への分
与の論理を強く意識した新たな｢共｣的関
係の社会的再編も見いだせる。	

	 現金づくり手段の開発では、それまで
資源とは見なされていなかったもの（季
節湿地や水）が新しい生産資源として顕
在化する。こうした新しい生産資源の利
用をめぐって個人化する動きがある一方、
社会的な配慮も同時にうみだされている。	
そこでは、在来知や在来の社会関係が応
用されるため、こうした生産資源の確保
と利用は、きわめてジェンダー化された
側面をもち、とくに現金づかいに男性と
女性の違いがきわだっている。	
4)２つの異質なサイクルの形成	
	 農村における｢富｣の新たなかたちは、
土地保有の世帯間格差とその固定化への
懸念もはらんでいる。農村内では現金づ
くり・現金づかいに２つの異質なサイク
ルが形成されているが、分与の論理につ
ながるサイクルにおいて、現金のモノ性
の担保が重要な鍵になる。	
5)「現金の社会化」に関する分析枠組み
の有効性	
	 「現金の社会化」は生産資源の脱資源
化のチャンネルとも結びついている。ア
フリカ農村の諸事例をとおして、対面的
やりとりを契機とする、あるいは対面的
社会関係を生みだす、小規模な｢現金づく
り｣｢現金づかい｣の活動において、｢現金
の社会化｣の枠組みが有効であることが
示された。	
	これは個々の世帯の生計のみならず、文
化生態的側面を含む生業システム全体の
持続可能性とも密接に関わる。その点に
おいて、日本のように現金経済が深く浸
透している地域にも、現金経済の急速な
浸透の渦中にあるアフリカ農村地域にも
共通する視座を打ち立てることができる
という見通しが得られた。	
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